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L臨きの星1ミラに關する

　　　著るしき当事實

ヘンリ，ノem，ラッセル虚血

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（未田勝彦「β）

　假令星の直写を測る可能が，現今普通の知識に属するものであるミは云

へ二三己に測られナこ星の鐵は，なほ極めて僅かである．それですべての新

観測は，注意に償する．今測られた星が今迄知られたいつれの星より大き

いε云ふこSが，（少くSも其の見掛けの大さに於て）分つ’こ時には特にそ

うである，

　我々は勿論有名な憂光星で屡々ミラε云ふ名で知られて居る鯨座のオミ

クロン星を，此虚に引き出しナこ，此のミラε云ふ名は，三百年以前已に此

の星の憂光獲見者に依って命名されkのである．

　此の星以外にもつε一般に人目を引く星が盛りないのは尤ものこごであ

る．先づ第一其の愛光は，他の週期攣光星のいつれよりもすつこ著しい．

・十一ク月間に此の星は，四等星に昇る，或は時々三等星に昇り誰にも容易

に見られる．是等の極大鮎の途中で九等星に成り，彼是二百分の一に光が

薄らぐ．かなり規則正しくあろが，其の攣光は，規則正しく繰り返されぬ．

たεへば約二十年以前の或る極大に於ては，何時もより四五倍強く輝いて

二等星になったので藪週間は，大きな鯨座の中で最も著しき星であった．

　　星の申の自熱琶馨水素

　分光的に幾百ε云ふ同型の憂光星ε同じく其の大門中に酸化チタ＝ウム

の丁丁の存在に依る太い欝に依って横に引かれナこ，叉通常輝線を是，含んで

居るスペクトルを示す二ざは，同檬iに著しきこξである，
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　水素は，最：大光輝の近くで非常に羅いて居るが，最小光輝の時は，多く

の金持の特性低温度線（Characteristic　low　temperature　lines　of皿etals）が

輝く．其のスペクトルに同じ帯を示し，光度の攣化の殆さないアンタVス

の平な星より赤くはないが，其のスペクbルから期待される如く此の星は，

赤くある・

　地球からミラへの距離は，非常に大きくて測るこミは容易でない．然し

相當多くの同型の攣光星に固有運動による有力なる方法を適用して特等の

星が，李均，極大に於て大陽の約百倍も輝くこεが分つた．若しEラが其

の平均の如きものであるならば，其の地球からの距離は，大約百五十光年

で，其の覗差は，弧の0．02秒位であるに違ひない．是等の藪字は，全く不

罪なものではあるが，ミラが他の長週期攣光星ε同様に光度の極大に於て

他の不攣光星なる赤星に似て居るε云ふこξは，疑ひなきこεである．此

の星は，週期的に薄らぐ亘星であって，時々輝き出す腿の倭星ではない・

　1）ettitミNichol　sonミの研究に依って此の結論の驚くべき確認がなされ

ナこ’彼等は，ミラ及籔箇の筒型の星から受1費こ熱を測定して先が極小に於

て百分の一に減するのに熱は僅か三分の一にしか減じないε云ふこεを知

った，

　肉眼に感ずる光が，全｛豊の熱にi財する比である登光能i率luminous　effici・

encyは，常に低い．極大時に潤てさヘミラは，ヴエガの襟な白色星が，與

へる獲光能率の十分野一に過ぎない．極小時に於ては，光の熱に封ずる比

は五百分の一・にも低下する．

　是は非常に著しい様に思はれるが，説明するのは非常に易い．白熱物，

農の獲光能率は，低温度に於て非常に小さいが，物学が白熱高温になるに

從ひ急に増加するε云ふこεは，すべての照明野晒者にεつて李凡な事柄

である．昔の炭素線より高温度で働くフィラメントを持つタングステン電

燈が，より野晒的であるミ云ふ理由も是に存する．護光能率ミ温度この間

のよく作られた關係を用ひて，PettitミNicholsonごは，極小時に於てミ

ラの表面温度を，絶樹温度で約干七百度ε出しナこ．然るに極大時に於ては，

是より藪百度高くなる．

　斯の様に低い温度は，毎zド哩から出る光の放射が，非常に小で白く輝く
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　星に比して非常に大なる直脛を：有する事を意味して居る．かくして長い推

　論の連鎖は・まさに得られナこ結果の前祝ひミなる．

　　ウaルソン山の百男望湛鏡に附属せる干渉青！bを以て研究して居るピース

？ease氏は，随分久しいこミ自分の観測表にミラの名をつけて置いナこ．一

上に述べナこ如き事情に動力されて．5畿しながら，此の星は，もミの儘の機

械では，観測に野して蝕りカなきものであるこミが判った．其の機械には，

光を反射する爲に用ひられた四聖鏡がついて居った．1924年には，是等の

鏡よりもつミ大きい鏡が，据えつけられて此の星の極大時に於て槻測する

こεが前野ナこ・ベテノレギースの楊合に，必要であっナこより，もつε鏡が，接

近してくる迄一つの縞fringeを見る事が萬來なかつナこ．

　是等の縞（五本のZls・点せる輝叫喚欝）は，二つの鏡から反射された光波の

干渉に依って作られるものなるこξを，記憶せられてもよからう．嚢光熈！i

から來る光怯是畜の縞を示す．然し塩は非常に離れて据えられて居るが，

然し干れる角直径の圓盤の場合には，鏡が離れるに從って弱くなり燧には，

再び撒へるに充分でない不丁迄に濡失する．縮が，浩失する暫間の距離は，

星の直径に逆比例する，

　最も好い晩ですら1うに写して98吋離なれた鏡を以て縞を溝失する．

一弧のO，056秒の直径に相當する．一一一ベテルギースの見掛けの大さよ

　り30％も大きくある．已に推定された覗差を以てすれば，これは直径26

0，000，000哩の星xSなる．一州うべテルギF一・xの實形ε同じ位，そしてア

　ンタレスを除けば，今迄観測して知られナこ量の星よりも大きい．

　　　邑うは比較的低温

　二三の興味ある結論が，此の結果から引き出されろ，先づ第一，星の表

面光度は，極大に於てすら非常に低いに違ひない．aうの圓盤ε同じ見掛

けの直径の孔を通して輝く太陽の微黒占は，金星ε同じ位輝き，或はミラが

實際輝いて居るよりも千六百倍も輝く，薄い様に思はれるが，標準の輻射

面は，僅に2200度の温度でなければならぬだらう．

　極小に於て表面の光度は，僅かに此の値の百分の一1過ぎない．計算さ

れた温度は，1600度である。一一鋼鐵を熔解する），1g．の高温でもない．獲光能

摩から計算されナこ是等の温度のよge　一一致は，結果に於てかなりの信頒を起
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さしむ．然しながら一つの難問が，未だ残って居る．低温なればなる程普

通の恒星の何れよりはるかに優れて赤くあるべきだ．然し眼ミ銀鍔ミでな

されナこ測定の比較は，ミラが，極大極小のいつれに於ても表面温度が，30

00度の普通の赤星ε殆ε同じ色を持って居るこ書を示す．

　尤もらしい説明が，スペクトルの線，黄及赤の部分に莫大なる帯の存在

に依ってなされナこ．是等は，眼を刺戟する光の大部分を鋏いて居る．青及

焼色の部分の帯は，非常に弱いので爲眞観測には，少ししか影響されない・

　是等の誉を作る吸牧大氣が，除かれたならばミラは，恐らく今より眼に

は，二三倍輝いて見えるだらう．そして叉理論的に豫期されナこ如くもつミ

ー暦赤く見えるだらう．是を勘酌するε表面温度は，恐らく二百度も高く

なってくる．

　ミラの温度のみならす其の密度も極めて低いものであるに違ひない・光

の同量を與へる星，或はもつεよく云へば，同量の熱を與へる星は，通常

同じ質量から成る．太陽の千倍もあるミラの熱輻射から，其の質量は，太

腸の五乃至十倍の間であるε推定される．定められtc直痙から計算した其

の容積は，太陽の二千七百萬倍もある．其故恐らく其の密度は，太陽のそ

れの四百萬分の一に過ぎないであらう，そして普通の室氣の四千分の一に

過ぎないであらう．是は廿里密度である．我々の感ずる光の填る星の外部

では，もつミ稀薄で其の密度は，恐らく室氣の藪百萬分の一に過ぎないに

違ひない，

　　星の温度は攣拝する

　此の様な星は，極めて初期にある様に思はれる，最も若き一員εして，

一年に嘗てよりも其の護達の早態に於て一其れを我々は，知って居る・

　何故是等のトツピな攣化が，ミラの光の中に起るかこ云ふもつΣ基本的

な問題にぶつかる時，我々は少くEも何にか云ひ得るのである．光度の攣

化の直接の原因が，星の表面温度の週期的攣化であるミ云ふこミは，まさ

しく明かな様に思はれる．此の温度愛楓ま，爾側に鞭て李均から二十バ’

セントより多くない全く適當な量である．此の光の大なる攣化の範團は，

星が冷却する時，嚢光能率の非常な減少から主Eして起る．叉恐らく此の

星の大氣中にすつε低温度で，多量に作られる化合物によってなされた附
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fr
加の大氣吸牧に依って幾分助けられる・若し我々が・光だけでなく・熱を

　も見るこミが出來ナこならば，ミラは・アークチュラスご殆量同じ位輝いて見

　えるだらう．そして其の光は，僅かに一等級だけ極大極小を往復するに止

　るであらう・

　　然しなぜ此の檬よ温度の痩化が，此の星の中に起るのだらうか？　我々

　が持つ最もよい手掛は，覗線速度radial　velocityを測るこミである．是等

の測定は，ミラが，あだかも回る軌道の上を動いて居るかの如く光の一番

薄い時我々に近づき，最も輝いて居る時我々から遠ざかりっXあるsS云ふ

　二εを示す．ジョイJoyの計算に依るε，此の軌道の直径は，三千五百萬

　哩ある．此の距離は，此の星自身の大さに比して罪常に小さいから我々は，

　此慮にパルセイシヨン‘‘Pu1Sations”NS云ふ他の手本を持って來てもよ

　からう．此のパルセィシヨン（脈動論）を，用J・てエヂングトンEddington

　は，所謂セプアaド型こ呼ばれる他の星の階級の光度黒化を，巧みに説明

　しナこ，是等のセブア／ド型の星は，掌る瓢に於てミラの如く愛光する．

　二等の表面温度は憂化するが，其等の週期1ま，ミラの其れよりづうミ短く

　あり，彼等は，僅かの範園（僅か一等かそこら）しか痩賦しない．然しミラ

　よりすつS規則正しくあるこミは，よく知られて居る事實である．竹下彼

　等について知られて居るすべての事解は，彼等が球歌を保ちながら交互に

　膨脹したり牧縮しナこりするS云ふ假定のもミに説明せられる．

　　此の様なパルゼーションが，若し一度起つナこならば，振子の振動の如く

　凋りで何時邉も持綾するであらう．牧冷しつxある質量の内部蓮動は，正

規の大さより小さく星を墜縮する．そして歴縮されナこガスの反動は，正規

　の大さを越えて膨脹させるが，しかし星を，引込ませ再び此の循環が始ま

　る．内外交互の此の表面蓮動は，スペク1・ル線に観測される程度の移動を

　庄するに充分な位速かである．是等の移動は，少しも軌道二子に依るので

　なく，計算された軌道の直径は輩に其の中心が動かないで居る時，我々か

　ら此の星の表面迄の距離の愛化を現はして居るのに過ぎない．此の星が，

　版縮する時に中心に於て，熱を生じ，其れが膨脹する時は冷却する．若し

　中心に於ける温度攣1ヒが，直に表面に傳はるならば，一番小さい時一番高

　温◎一番大い時一番低湿であるだらう．然しながら，熱が中心から表面
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へ出るのに或る時間を要する．從って其の表面温度は後れて，星が急激に

膨脹し其の表面が我々に近づいて居る時，一一・　・＄高い．此の時期に於て最も

高温で，最も輝き，最も白くなる．其れが牧費して居る時に（：　一番低温で，

一番薄く，一番赤くある．

　此の基礎からエヂング1・ンは，セブアイド型の愛光星の直径ミ質：量ミを

計算する事が萬來た。叉是等の星の）！1期ご彼等の光度εの間の驚くべき關

係を，説明するこミが出來た，其の關係は，大なる天文の距離を決定する

最も有力な手段を與ヘナこ．

　我々が長週期攣光星特にミラを考～ナこ時に，槻測されナこ視線蓮動が，星

の中心から殆曹四十萬哩の範園で，其の表面が，近づいたり遠ざかったり

する實際の蓮動である直径の憂化εして説明せちれるε云ふこミを見出

す．然し是は，其の層層から田部に於て僅か十五パーセントだけ其の直径

を，攣化させるのであらう．我々は同様に雨靴から凡そ二十パーセントだ

けの表面温度の愛化を持つ．

　　星のパ轟彪4シ覇ン1二於紗嵩秘密

　然し不思議なこミには，此のミラは。膨脹しつNある時でなく，かへっ

て牧縮しつXある時一番温度が高くなる．是は何を意味するか未だ明か

でない，星が膨脹する時，星の外居に於ける化合物の生成は，明かに早取

の線を以て　スペクトルをみたし叉光の多くのもの及び熱の一部の野営を

防ぐ傾向を，持って居る．最も速かな膨脹の時ε，最も速き牧縮の時ミの

間に挾って居る六ケ月の間に其の表面が最も高温である時間を，如何にし

て延ばす事が出來るかを，知るこεは困難である。

　iうのスペクトルの多数の驚くべき聖断は，未だ一度も出現しなかった

説明を，要求して居る．貸舟是等の長週期攣光星が，非常に小さい密度ε

知られて居る中で最：も低い喪面温度を持って居る互星であるtr云ふ立派な

三野をもつて出獲しても我々は，彼等がS“んな風に作用して居るかについ

て殆さ何にも知って居らぬ，然し現今の宇宙物理學Astroo，　hysicsの急速な

る進歩をもつてすれば，遠からずして我々は，此の解決の鍵を握るこミか

出鴨るであらう．

　　　　　　（ミラの最大光輝莞爾口なろ十一月四日是為・課出す）
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一　　警

騨’k雨脚

ヰルソン山並丈　ig

　（世界天文囲めぐり……白蘭）

　世界の樂園カリフオニアの，なりきん市衡ロス・fンゲvスt，富豪の別荘市パ

サデナピな眼下（：見て，海抜六千沢の山に立つ此の天st盗it，今二十世紀の初頭

に，時代工藝の粋な集めて出隅上つれ現代天文學府の誇りである・スノー水ZF望

遠鏡ホ「六十吸」や「百五十：朗の高塔望逡鏡S，「六十吋」や「百吋」の大反射鏡に，

皆離れ天空に向って，杢地球の代辮をする宇牛糞外務省S見て宜い・

　この篇眞［ちヰルソン山上のかの「百五十吸」高塔の頂上から，足もsの「百吋」

反射鏡のドームな見下Ltこ景色である・自分も去る1923年七月27日の午後，フマ

ソン君に案内されて，島の高塔の上までエレご一鞭ーで肇げられたこtがある・

すぐ足の下々見れば眼S頭tがくらみさうなので，一ぱいに我慢して，にる力瞳

方の景色に見惚れ，た．後ろ1：［i！南加洲の油田地な超えて太準洋の金波銀波・前に

it　nキー山まで績きさうな山々准バyクにして径「九十吠」のドームがおもちPの

やう｛こ見えてみる．　（山本）


